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Ⅰ 評価の目的 

 

「林芙美子記念館」は、林芙美子が格別な思い入れで建てた住居を公開し、

新宿区ゆかりの文人「林芙美子」やその作品を郷土の記憶として共有・継承

するため、林芙美子の生前の住まいを新宿区が購入し、記念館として整備し、平成 4年

3月から一般公開している施設です。 

 

新宿区では、指定管理者制度を導入している施設について、指定管理者から提出され

た事業計画書及び区と指定管理者が締結する協定書のとおり事業が実施されたかを検証

するため、外部の委員の参画による事業評価委員会を設置し、事業評価を実施すること

としています。これに基づき、令和 7年 7月 30日、新宿歴史博物館等文化・歴史施設指

定管理者事業評価委員会を開催しました。 

 

林芙美子記念館の運営については、平成 18年度に指定管理者制度が導入され、財団法

人新宿区生涯学習財団が指定管理者としてその業務を担いました。平成 21年度末に財団

法人新宿区生涯学習財団が廃止され、その機能を引き継いだ公益財団法人新宿未来創造

財団が新たに平成 22 年 4 月 1 日に発足し、平成 22 年度以降、同財団が林芙美子記念館

の管理運営を実施しています。今回の評価対象期間は令和 6年度の 1年間となります。 

 

この報告書は、同事業評価委員会による評価結果を踏まえて区の評価をまとめたもの

です。評価結果は、今後の管理運営業務の改善及びサービスのより一層の向上のため、

公益財団法人新宿未来創造財団に通知することとします。 
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Ⅱ 施設の概要 

１ 施設の名称  新宿区立林芙美子記念館 

  

２ 所在地    東京都新宿区中井 2丁目 20番 1号 

  

３ 規模     木造 平屋建 

敷地面積 1,750.24㎡  

延床面積 252.61㎡ 

 

４ 開設年月   平成 4年 3月 21日開館 

 

５ 施設内容      

  (1) 生活棟 

  (2) アトリエ棟（展示室含む） 

  (3) 石蔵ギャラリー 

  (4) 庭園 

  

 ６ 休館日 

  (1) 原則として毎週月曜日（ただし、月曜日が休日の場合は直後の休日でない日）。 

  (2) 年末年始 

    

 ７ 開館時間   午前 10時 00分から午後 4時 30分まで 

  

８ 指定管理者  公益財団法人新宿未来創造財団 

  

 ９ 管理運営業務の概要 

(1) 記念館の運営業務 

利用料金の収納、職員の配置、人材育成、危機管理等 

(2) 施設の管理業務 

記念館の施設、附帯設備その他の設備の維持管理に関する業務等 

(3) その他記念館に関し、区が必要と認める業務 
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Ⅲ 評価の概要  

「新宿歴史博物館等文化・歴史施設の指定管理者の管理業務に係る事業評価に関する

要綱」に基づき行いました。 

  

１ 事業評価委員会 

（１）名称 新宿歴史博物館等文化・歴史施設指定管理者事業評価委員会 

（２）構成 委員 6名（外部委員 4名、内部委員 2名） 

・宮瀧 交二 （大東文化大学文学部教授（博物館学）） 

・加藤 弘美 （税理士） 

・岩田 理加子（朗読の会「ふみのしおり」主宰） 

・夏山 勇  （榎町地区町会連合会早稲田町町会長） 

・内野 桂子 （区文化観光産業部産業振興課長） 

・徳永 創  （区教育委員会事務局教育調整課長） 

 

２ 評価対象期間 

  令和6年4月1日から令和7年3月31日まで 

 

３ 評価項目 

（１）施設の運営に関すること 

（２）利用・サービスに関すること 

（３）施設・設備の管理に関すること 

（４）管理運営経費に関すること 

（５）事業に関すること 

 

４ 評価対象 

  指定管理者から提出された「令和 6 年度事業実績報告書」に基づき作成された資料

（評価委員に事前送付）のほか、「令和 6 年度事業計画書」、事業評価委員会開催日当

日、指定管理者からの説明及び質疑応答により評価を行いました。 

  

５ 評価方法 

  各評価委員が上記評価項目と総合評価について、下記の評価基準により評価を行い

ました。 

    ４ ：優良    

    ３ ：良 

    ２ ：適当 

    １ ：課題あり 
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Ⅳ 評価結果 

１ 評価結果 

 新宿歴史博物館等文化・歴史施設指定管理者事業評価委員会の各委員による評価を踏

まえて、以下のとおり決定しました。 

個別評価 評価 

１ 施設の運営に関すること ３．２ 

２ 利用・サービスに関すること ３．２ 

３ 施設・設備の管理に関すること ２．７ 

４ 管理運営経費に関すること ２．８ 

５ 事業に関すること ３．５ 

総  合  評  価 ３．２ 

全体評価 ３（良） 

・評価の見方 ４：優良 ３：良 ２：適当 １：課題あり 

・全体評価欄は総合評価欄の数値を下記基準により全体評価として記載 

3.5以上      →４：優良  

2.5以上 3.5未満  →３：良 

1.5以上 2.5未満  →２：適当  

1.0以上 1.5未満  →１：課題あり 

 

＜参考：各委員の評価＞ 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 合計 平均 

個
別
評
価 

１ 施設の運営に関すること 3 4 2 3 4 3 19 3.2 

２ 利用・サービスに関すること 3 4 2 4 3 3 19 3.2 

３ 施設・設備の管理に関すること 3 3 2 3 3 2 16 2.7 

４ 管理運営経費に関すること 3 4 2 3 3 2 17 2.8 

５ 事業に関すること 4 4 
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2 4 4 3 21 3.5 

総合評価 4 4 2 3 3 3 19 3.2 
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２ 各項目に対する個別評価 

（１）施設の運営に関すること（3.2 点） 

   施設の運営に関して「利用率・稼働率」、「職員体制」、「職員教育」、「緊急時の対

応」、「区との連絡調整」、「適正な労働環境の確保」、「その他施設の運営」の観点か

ら評価を行いました。 

【評価】 

・通年での石蔵ギャラリーの開放やボランティアによる解説、落合 3 記念館の回遊

を図るスタンプラリーの実施等、利用者数の確保に努めたことで、利用者数の達成

率が 151.2％となった。今後も継続的に利用者を確保するため努力されることを望

む。 

・緊急連絡網や危機管理マニュアルは、計画通り整備されている。 

・区と月に 1回、定例の月次報告会を実施し、時宜に応じて事務連絡や協議等、適切

に行われている。 

・ハラスメント研修の実施や、産業医による「何でも相談室」を開催（月 1回）する

など、適正な労働環境を確保するための取組が行われている。 

・協定書及び仕様書に定める施設の運営に関して、必要な措置が講じられている。 

以上、施設の運営に関して、適正に運営されていると評価する。 

 

（２）利用・サービスに関すること（3.2点） 

   施設の利用・サービスに関して「利用手続」、「サービス水準の確保」、「利用者サ

ービスの向上」、「利用者対応・接遇」、「利用者要望の把握・対応」、「個人情報等の適

切な対応」の観点から評価を行いました。 

【評価】 

・条例や規則、運用基準に基づき、利用手続きを適正かつ公正に行っている。 

・協定書、仕様書に沿った水準で事業計画を立て、計画どおり業務を実施しており、

適切に業務・事業が行われている。 

・最寄駅から林芙美子記念館までの経路をわかりやすく示したマップや林芙美子関

連のミュージアムグッズを新規に作成し、利用者の満足度を高める取組を積極的

に行っていることは、高く評価できる。 

・接遇マニュアル等を通して利用者対応の品質維持・向上に努めており、利用者アン

ケートの満足度調査では、「とても満足」「満足」との回答が 99.8％(有効回答) と

高い評価を得られた。 

・積極的な声掛けや、回答者への栞等のプレゼント企画を通じて、アンケート回収強

化に向けた取組を行っている。収集した利用者の意見や要望に対して、対応策を検

討し速やかに業務改善するなど、適切に対応している。利用者アンケートにおける

質問項目については、満足度の評価対象を「展示内容」「施設環境」「サービス」等

の分類に細分化することにより、利用者の具体的なニーズや期待をより的確かつ

詳細に把握できるよう改善を図られたい。 
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・個人情報取扱業務に関する業務フローを策定し、個人情報等の適切な管理に努め、

各規則・規定等を遵守し適正に対応している。 

 以上、利用・サービスに関して、適切に行われていると評価する。 

 

（３）施設・設備の管理に関すること（2.7点） 

施設・設備の管理に関して「施設・設備管理」、「施設修繕・備品管理」、「省エネル

ギー・省資源」の観点から評価を行いました。 

【評価】 

・施設設備定期点検について計画どおりの実施・適切な管理がされている。また、歴

史的建造物としての建物を保護・保存する観点から、記念館開館時の仕様に合わせ

た土壁塗り替え工事や、劣化が進行した濡れ縁すのこの交換など美観にも配慮し

た整備に努めている。 

・省エネルギー・省資源の取組について、不要照明の消灯、適正な空調温度の管理等、

区の環境施策に則り継続的に取り組んでいる。 

以上、施設・設備の管理は、適正に行われていると評価する。 

 

（４）管理運営経費に関すること（2.8点） 

管理運営経費に関して「適正な会計」、「目標の達成」、「経費節減、収入・利益率確

保の努力」の観点から評価を行いました。 

【評価】 

・公益法人会計に準拠した会計システムによる適正な事務処理が行われている。 

・利用者確保に向けて積極的に取り組んだ結果、入館料や建物内部公開参加料等の

事業収入は、本業務 103.9％、提案事業 114.8％となり、各種事業・イベント等の

取組の成果が伺える。 

  以上、管理運営経費は、適正に執行していると評価する。 

 

（５）事業に関すること（3.5点） 

   林芙美子記念館の事業運営に関して「事業実施」、「効果的・効率的な視点」の観

点から評価を行いました。 

【評価】 

・計画した事業を概ね予定どおり実施している。 

・落合・中井地区のイベント「染の小道」との連携や中野区の哲学堂公園と連携し 

たクイズラリー事業など、地域と連携した事業が展開されている。 

・新たに「X」の運用を開始し、庭の花木の見頃など林芙美子記念館の魅力を広く外

部に発信する取組を行ったことは評価できる。 

  以上、事業に関して、適切に実施していると評価する。 
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３ 全体評価 

 令和 6 年度の指定管理者の管理業務について、各評価委員の評価を踏まえ、総合評価

は「3.2」となりました。また、各評価委員の意見を踏まえ、全体評価は、評価基準（2.5

以上 3.5未満→良）に照らし、「3：良」と評価しました。 

 

［総合所見］ 

事業計画に基づいた事業の実施や、サービス向上に努め、目標を上回る利用者数や利

用料金収入を達成し、良好に運営されていた。また、新たに運用を開始した「X」におい

て、林芙美子記念館の魅力を広く外部に発信しており、情報発信の取組を強化している

点は評価できる。 

今後もこの文化資源を多くの区民等と共有し、また、未来へと継承していくため、新

宿区や近隣の文化施設、他の機関等と積極的に連携し、さらなる工夫と努力を続けられ

ることを望む。 
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◎評価資料（指定管理者提出資料） 

事業評価を行うために使用した資料は次のとおりです。 

１ 利用率・稼働率・・・・・・・・・・・・・資料１ 

２ 利用・サービスに関すること・・・・・・・資料２ 

 ３ 省エネルギー・省資源・・・・・・・・・・資料３ 

 ４ 管理運営経費に関すること・・・・・・・・資料４ 

 ５ 事業に関すること・・・・・・・・・・・・資料５ 

 

なお、評価にあたっては、上記資料の他に、「職員体制」、「職員教育（研修一覧）」、

「緊急時の対応（緊急連絡体制）」、「適正な労働環境の確保」、「個人情報等の適切な対

応」、「施設設備定期点検等実施状況」、「施設修繕実績報告」等、指定管理者から提出

のあった資料に基づき、各項目の評価を行いました。 
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1．利用率・稼働率 

 

新型コロナウイルス感染症の影響がほぼなくなり、社会状況が安定したことに伴い、石蔵ギャラリー

の開放やボランティアによる解説も通常どおり実施することができた。また、令和 6 年度は工事等によ

る休館はなく、年間通じての開館となった。最寄り駅から施設への経路をわかりやすく示したルートマッ

プの作成・配布、中野区立哲学堂公園との相互紹介、関係団体イベントへの協力のほか、新規

SNS の活用や各種メディアによる取材や原稿依頼への対応等広報活動に力を入れ、利用者数の確

保を図った。令和５年度は周年記念の年であり、新宿歴史博物館での特別展や各種イベント開催

による効果から利用者増となったため、平均利用者前年度比については若干の減となったが、目標

（11,340 人）を上回る 17,144 人（目標比 151.2%）の来館を得た。 
 

●利用者数 

 計画 実績 達成率 前年度 前年度比 

利用者数合計 11,340 人 17,144 人 151.2% 15,210 人 112.7% 

開館日数 307 日 307 日 100% 259 日 
48 日 

(118.5%) 

1 日平均利用者数 36.9 人 55.8 人 151.2% 58.7 人 95.1% 

 （内訳） 

 今年度実績 前年度実績 前年度比 

有料利用者計 8,575 人 7,302 人 117.4% 

無料 

免除 825 人 795 人 103.8% 

メンバーズ倶楽部 237 人 348 人 68.1% 

招待・視察・取材 212 人 179 人 118.4% 

ぐるっとパス 655 人 643 人 101.9% 

その他 6,640 人 5,943 人 111.7% 

無料利用者計 8,569 人 7,908 人 108.4% 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 
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＜落合の文化を訪ねるスタンプラリー＞ 参加者数 1,792 人(令和 6 年度分) 

実施期間 1：令和 6 年 2 月 14 日(水)～令和 6 年 5 月 6 日(月休) 

※令和 5 年度より継続実施 

実施期間 2：令和 6 年 11 月 26 日(火)～令和 7 年 1 月 31 日(金)    

＜「新宿区×ブルーピリオド」 デジタルスタンプラリー＞ 新宿区主催 

令和 7 年 2 月 4 日（火）～令和 7 年 3 月 16 日（日） 参加者数 430 人 

＜地域文化交流イベント「染の小道」への参加・協力＞ 

令和 7 年 2 月 21 日（金・祝）～2 月 23 日（日） 入館者数 514 人（団体料金適用者数） 

 

＜中野区哲学堂公園との連携＞ 

哲学堂公園と記念館で両施設のクイズラリーシートを作成し、相互紹介を実施 
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２．利用・サービスに関すること 

 

(1) 利用手続 

新宿区立林芙美子記念館条例第 19 条の範囲内で観覧に係る利用料金を設定した。 

●利用料金（展示資料の観覧に係る利用料金） 

区分 
1 人 1 回当たり 

一般 小学生・中学生 

個 人 150 円 50 円 

団体（20 人以上） 80 円 30 円 

 

(2) サービス水準の確保 

基本協定書及び仕様書の内容に沿った水準で、適正に業務・事業を行った。 

 

(3) 利用者サービスの向上 

利用者が常に安全で快適な状態で林芙美子記念館の施設や設備を利用できるように、計画

的に維持管理や保守点検を行い、施設を保持した。 

利用者サービスとして、以下の指定管理業務を実施した。 

① 展示室（アトリエ）・石蔵ギャラリー展示替え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展示室（アトリエ） 石蔵ギャラリー

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

林芙美子 著作本の装幀

（5/1～8/6）

母と子 子と母と

(母キク、息子泰)

（8/7～11/4）

映像化・舞台化された

林芙美子作品

(11/6～1/19）

戦後の林芙美子 執筆再開

（2/14～4/29）

日々の暮らし 日記帳

(1/21～4/20）

パネル展示

（芙美子の庭の植物）

（通年）

資料２ 
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② 関連図書コーナーの設置 

アトリエ棟に林芙美子に関する書籍などを収集した関連図書コーナーを設置し、利用者 

が閲覧できるようにした。 

③ 「メンバーズ倶楽部」運営 

メンバーズ倶楽部を運営し、各種割引やサービスを提供した。 

④ 共生社会に向けた対応 

共生社会の実現に資するサービス向上のため、引き続き、受付に音声翻訳機を設置する

とともに、ウェブサイト上での英語版解説、多言語翻訳サービス、ポケット学芸員による施

設紹介を実施した。 

⑤ 建物内部公開 

令和 6 年 6 月 14 日(金)・15 日(土)、11 月 15 日(金)・16 日(土)、令和 7 年 3 月 14

日(金)・15 日(土)（各日 2 回、計 12 回）は、通常立ち入ることができない東京都選定

歴史的建造物の建物内部を特別に公開した。 

⑥ 休館日開放 

令和 6 年 5 月 13 日(月)・12 月 2 日(月)の休館日は施設を開放し、絵手紙講座と写

生・写真撮影を実施した。 

 

⑦ ぱる新宿ガイドへの掲載 

ぱる新宿ガイドに会員割引を掲載した。 

⑧ ぐるっとパス加入 

ぐるっとパスへの加入により入館料の割引を行った。 

⑨ 施設開放イベント（きねんかんまつり） 

令和 6 年 4 月 13 日（土）、財団指定管理施設で実施し、当館では無料開放、ふみ

のしおり朗読会、花苗の無料配布、絵手紙体験等を実施した。 

⑩ 落合 3 記念館の回遊を図る取組 

落合 3 記念館の散策マップを各館に設置、ウェブサイトにアップする等、利用者の記念館

回遊を図った。また、落合 3 記念館をめぐるスタンプラリーを開催し、回遊性向上を図っ

た。 
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⑪ 隣接区文化施設との連携（広域地域連携） 

林芙美子記念館に近く（徒歩 20 分程度）、新宿区民も多数利用している中野区立

哲学堂公園と中野区立歴史民俗資料館とで配布している中野・文化散策ルートマップ

を活用し、広域地域の文化施設の回遊性を高めるためクイズラリーを実施した。 

⑫ 来館者向けアクセス情報の充実 

落合 3 記念館の散策マップ、新宿歴史博物館から各落合 3 記念館までのルートマップに

加え、新たに落合 3 記念館間や最寄り駅からの経路マップを作成しアクセス情報を充実

させた。 

⑬ ガーデニングクラブ 

博物館ボランティアの事業サポート部会の活動として、植え替えや水やり等を実施し、来

館者の目を楽しませる環境整備を行った。 

⑭ ミュージアムグッズの新規作成 

自主事業であるミュージアムショップで販売する新規グッズを作成、来館者に提供した。 

(4) 利用者対応・接遇 

利用者への良好な接客対応を行うために、接遇マニュアル等を通して利用者対応の品質維持・向

上に努めた。 

利用者アンケート（P16~17 参照）では職員対応が丁寧とのご意見も多数いただく等、利用者

満足度は「とても満足」「満足」が 99.8％（有効回答）と高評価であった。 

 

(5) 利用者要望の把握・対応 

① 利用者アンケートの実施（通年） 

② 窓口等で寄せられる利用者のニーズ等の収集（通年） 

③ アンケート強化の実施（通年） 

利用者に声掛けし、アンケート回答者に栞等をプレゼントする等、通年でアンケート回答の収

集に努めた。 

収集したアンケート集計結果等（P14~17 参照）は、課内で情報を共有するとともに、対応が

必要な場合には速やかに業務改善する等、サービスの向上を図った。 

13



利用者アンケート集計結果 回答数 472件

ア　年齢分布

人数 総計 割合

①小・中学生 13 2.8%

②高校生 6 1.3%

③大学・大学院生 37 7.8%

④20～30歳代 75 15.9%

⑤40～50歳代 145 30.7%

⑥60歳以上 190 40.3%

⑦不明 6 1.3%

イ　住所

人数 総計 割合

新宿区内 55 11.7%

新宿区外 412 87.3%

不明 5 1.1%

472

472

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

区内

11.7％

区外
87.3%

不明
1.1%
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ウ　来館回数

人数 総計 割合

初めて 402 85.2%

2回目 32 6.8%

3回以上 28 5.9%

不明 10 2.1%

エ　当館を知った媒体

人数 総計 割合

①Oh!レガス 18 3.7%

②広報しんじゅく 27 5.6%

③新聞 13 2.7%

④チラシ・ポスター 33 6.8%

⑤雑誌 11 2.3%

⑥財団ウェブサイト 46 9.5%

⑦財団メールマガジン

⑧財団Facebook

⑨家族・友人 92 19.0%

⑩その他 244 50.4%

オ　満足度

人数 総計 割合

①とても満足 269 63.3%

②満足 155 36.5%

③不満 1 0.2%

④とても不満 0 0.0%

⑤不明 47 －

472

※重複回答あり

472

484

初めて 2回目 3回以上 不明

0
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150
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250

300
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50
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150
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意見・要望（抜粋）

内　容 対　応

実際に敷地内に足を踏み入れ、近くで見れる家屋の展示は少な

いですし、とても綺麗に保たれていて、素敵な所だなと思いました。

加えて訪れやすい入場料で立ち寄ってみようと思えました。来れて

良かったです。

当時の暮らしの様子が分かりながらも家建築としてもとても美しく

癒されました。お庭もきれいに保たれていて、また違う季節に来たい

です。林芙美子さんが好きなので、映像や資料も見ることができて

うれしいです。

とても詳しくご説明いただき、林芙美子さん、緑敏さんの愛情を想

像しています。新宿とは思えない空間、大きく深呼吸しています。あ

りがとうございました。また、駅からの道標べ、助かりました。

受け付けの方の雰囲気もとても良く、館内もきれいにされていて気

持ち良く観る事が出来た。料金も手頃で散歩に丁度良い。春頃

にまた来たい。

記念館として保存して、展示・映像も拝見できて良かったです。たく

さんの方に知ってもらいたいので、いつまでも在りますように願いま

す。

新宿にこのような施設（記念館）があることもっとアピールしても良

いと思いました。

ガイドボランティアを配置し、土日には来館者へ案内や解説

を行っている。また、受付職員も含め、来館者に対しホスピタ

リティの高い接遇を心がけており好評を得ている。今後も研

修を通したレベルアップ、サービスの充実に向けて養成を行っ

ていく。

また、建物、庭・植栽について、林芙美子が生活していた当

時の雰囲気を維持できるように最大限努めている。今後も

利用者の期待に応えられるように、サービスの向上を図ってい

く。

新たなSNSツールを活用し、周知に努めている。今後はイン

バウンドもさらに意識しながら、さらなる認知度の向上に努め

ていく。
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作品年譜を出していただけるとうれしいです。

・流れている映像も素晴らしく、楽しく学ばせて頂きました。

・クイズラリーなどももりだくさんでおもしろいですね。

良い状態で保存されていることに感心しました。小さな展示室だと

しても、展示の動線や、出品資料などに力を入れていただいたこと

も、大変有難いです！

展示にもう一工夫ほしい。

まいかい　スタンプラリーの時にたちよっています　しょうがいしゃはむ

りょうでありがたいです。

ブルーピリオドのチラシで伺いました。ガイドの方の説明が詳しく丁寧

に説明してくださいました。小学生の娘も大喜びでした。林先生の

「ゆかいな地図」も読んでみたいです。

とても素敵な家だった。ガイドさんの説明がおもしろく、とても勉強に

なりました。ただ見て回るだけでは気付けなかったところも、ガイドさん

のお話で知ることができて良かったです。林芙美子さんの本を読ん

でみたいと思いました。

建物が大切に保管されており、当時の様子、丁寧な暮らしを感じ

ることができましした。アトリエで涼しく作品や関連資料を読むことが

でき、もっと作品に触れたいと思いました。

静かで居ごこちが良かったです。お名前はよく存じていましたが、作

品は読んだことがありません。放浪記を手に取るきっかけができたよ

うです。

展示スペースでは、時節にあった資料を公開し、林芙美子へ

の理解を深めてもらう機会を提供している。今後も、区民の

教養の向上に寄与するという館の目的に資することができる

よう、取り組みを進めていく。

展示スペースで、定期的に展示替えを行うとともに、団体と

の連携をはじめ、複数の事業実施により、周知に努め、評

価を得ている。今後も積極的に取組を増やし、来館者の期

待に応えていく。
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３． 省エネルギー・省資源 

 

(1) 不要照明の消灯、適正な空調温度の管理等の省エネルギー活動を行った。 

(2) データによる資料の共有等により用紙の使用を抑制し、省資源活動を行った。 

(3) 省エネルギー・省資源活動の目標については、区の環境マネジメント方針に則り、適正に進捗管

理を行った。 

 

項目 今年度 前年度 前年比 説明 

電気（kWh） 9,087 7,261 125.1% 
令和５年度は臨時休館中(冬期)にアトリエ

展示室の空調を稼働しなかったため。 

水道（㎥） 122 164 74.4% 
令和５年度は工具の洗浄等工事にかかる使

用があったため。 

廃棄物（㎏） 2,710 3,340 81.1% 
令和５年度の臨時休館期間に、館内備品

等の一斉整理を行ったため。 

  

資料３ 
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４．管理運営経費に関すること 

 

(1) 適正な会計 

公益法人会計に準拠した会計システムによる事務処理や税理士、監査法人による外部チェッ

クを実施した。 

 

(2) 目標の達成 

 目標 実績 達成率 

① 本業務収入 

［観覧料等］ 
1,131,000 円 1,174,829 円 103.9％ 

② 本業務（提案事業）収入 

［建物内部公開参加料］ 
58,000 円 66,600 円 114.8% 

詳細は、収入実績（P22）のとおり。 

 

(3) 経費節減、収入・利益率確保の努力 

① 設備等管理業務の一元化 

指定管理者として当財団が施設管理を行っている各施設で共通する維持管理業務を一

元化して委託し、スケールメリットによる委託費の節減を図った。 

② 財団のスケールメリット 

広報紙や施設ガイド、ホームページ等の広報活動は、財団で包括的・効率的に行った。財団

のスケールメリットを活かした効率的な事業運営により経費節減に努めた。 

③ 財団が管理する歴史文化施設との協働運営 

新宿歴史博物館、林芙美子記念館、佐伯祐三アトリエ記念館、中村彝アトリエ記念館の

4 施設を一括して管理運営することにより、業務経費を抑制した。 

④ 省エネルギーの推進 

前ページのとおり、省エネルギー活動を継続して実施し、経費の節減を図った。 

⑤ PR 活動の推進  

広報紙（月 2 回、2024 年 4/5 号～3/20 号（24 回）各 80,000 部）、駅広告（都営

大江戸線中井駅）、施設ガイド（年 1 回発行）、メンバーズ倶楽部会報（年 6 回）等

により施設を PR した。また、財団ウェブサイトにおいては多言語翻訳サービスを活用したほか、

新宿コズミックスポーツセンター屋外設置のデジタルサイネージの活用や、新たに運用を開始し

た X で移り変わる季節の庭情報を紹介するなど、積極的に周知活動を行った。 

 

資料４ 
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⑥ 地域人材との協働 

地域の有用な人材を博物館ボランティアとして最大限に活かし、協働・参画型の記念館運

営を図った。 

⑦ 本業務（提案事業）での収入の確保 

建物内部公開の実施により、収入を確保した。 

⑧ 施設を活用した事業展開 

休館日開放や絵手紙講座など施設を活用した事業を実施することで施設の魅力を広く発

信し、施設の利用拡大を図った。 
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収支実績

(単位：千円)

※千円未満四捨五入等のため、内訳の総計が合計に合わない場合がある。

収　入 支　出

58

0

計　　画 実　　績項　　目 項　　目 計　　画 実　　績

指定管理本業務

※パート人件費含む
20,061 19,294

160 132

収入合計

指定管理本業務 1,175

67

0

23,978

1,131

23,926

指定管理本業務

(提案事業)

指定管理自主事業

指定管理協定に

よる収入
22,737 22,737

指定管理本業務

(提案事業)

支出合計 23,926 23,150

人件費

※パート人件費含まない
3,7233,705
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(1) 収入実績

単位：円

計画 実績 計画との差 (参考)前年度実績 備考

利用料金収入① 1,131,000 1,174,829 43,829 1,068,887

観覧料収入等 1,131,000 1,174,829 43,829 1,068,887

指定管理事業収入② 58,000 66,600 8,600 63,300

事業参加料収入 58,000 66,600 8,600 63,300

22,737,000 22,737,000 0 20,135,000

区指定管理収入 22,737,000 22,737,000 0 20,135,000

23,926,000 23,978,429 52,429 21,267,187

自主事業収入⑤ 0 0 0 0

項目

本業務計④（①＋②＋③）

指定管理協定による収入③
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(2) 支出実績

総括表 単位：円

計画 実績 計画との差 (参考)前年度実績 備　考

①指定管理本業務 20,061,000 19,294,284 △ 766,716 15,751,558 パート人件費含む

②指定管理本業務(提案事業) 160,000 132,072 △ 27,928 76,374

20,221,000 19,426,356 △ 794,644 15,827,932

④指定管理自主事業 0 0 0 0

支出合計（③＋④） 20,221,000 19,426,356 △ 794,644 15,827,932

人件費 3,705,000 3,722,933 17,933 3,243,082 パート人件費含まない

繰入金支出 0 0 0 0

支出総合計 23,926,000 23,149,289 △ 776,711 19,071,014

項目

③本業務計（①＋②）
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①指定管理本業務

（ⅰ）パート人件費 単位：円

計画 実績 計画との差異 (参考)前年度実績 備考

6,553,000 6,119,924 △ 433,076 4,718,306

パート人件費 6,553,000 6,119,924 △ 433,076 4,718,306

合計 6,553,000 6,119,924 △ 433,076 4,718,306

（ⅱ）一般管理費項目詳細 単位：円

計画 実績 計画との差 (参考)前年度実績 備　考

636,000 587,412 △ 48,588 356,199

消耗品費 636,000 587,412 △ 48,588 356,199

1,046,000 890,550 △ 155,450 931,085

租税公課 1,046,000 890,550 △ 155,450 931,085

181,000 172,446 △ 8,554 146,796

通信運搬費 181,000 172,446 △ 8,554 146,796

合計 1,863,000 1,650,408 △ 212,592 1,434,080

（ⅲ）施設・設備維持管理費項目詳細

計画 実績 計画との差 (参考)前年度実績 備　考

9,998,000 9,856,241 △ 141,759 8,352,798

委託費 9,998,000 9,856,241 △ 141,759 8,352,798

1,045,000 1,027,620 △ 17,380 635,030

修繕費 1,045,000 1,027,620 △ 17,380 635,030

401,000 449,781 48,781 383,304

光熱水費 383,000 432,313 49,313 365,836

使用料及び賃借料 18,000 17,468 △ 532 17,468

リース料 0 0 0 0

合計 11,444,000 11,333,642 △ 110,358 9,371,132

（ⅳ）運営費項目詳細

計画 実績 計画との差 (参考)前年度実績 備　考

165,000 158,400 △ 6,600 188,312

印刷製本費 165,000 158,400 △ 6,600 188,312

0

36,000 31,910 △ 4,090 39,728

保険料 13,000 12,800 △ 200 8,993

支払負担金 0 0 0 0

支払手数料 23,000 19,110 △ 3,890 20,865

支払利息 0 0 0 0

雑費 0 0 0 9,870

合計 201,000 190,310 △ 10,690 228,040

②指定管理本業務（提案事業）

計画 実績 計画との差 (参考)前年度実績 備　考

140,000 132,072 △ 7,928 76,374

消耗品費 140,000 132,072 △ 7,928 76,374

20,000 0 △ 20,000 0

印刷製本費 20,000 0 △ 20,000 0

合計 160,000 132,072 △ 27,928 76,374

項目

パート人件費支出

項目

印刷製本費支出

その他運営費支出

委託費支出

一般事務用品等の購入

印刷製本費支出

修繕費支出

その他施設・設備維持管理費支出

項目

その他一般管理費支出

租税公課費の支出

一般事務用品等の購入

項目

項目
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５．事業に関すること 

 

（1）事業実施 

本業務及び本業務（提案事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）効果的・効率的な視点 

林芙美子記念館の設置目的は、新宿区立林芙美子記念館条例第 1 条「区民の教養の向

上及び文化の発展に寄与するため、林芙美子記念館を設置する。」とされている。 

当財団は、この設置目的を達成するため、指定管理事業である林芙美子記念館の管理運営、

財団の自主財源で実施する自主事業、新宿区より請け負っている補助事業等を幅広く展開、連

携し、一体的に実施することで、利用者の増加と効果的な運営を図った。 

評価指標 計画 実績

展示室　4回

石蔵ギャラリー4回

活動実績 植え替え、水やり 植え替え等4回

実施回数、参加者数 6日×2回、20人/回 12回、222人

実施回数 2回 2回

建物内部公開

来場者数

休館日開放

事業名

施設開放イベント
250人 321人

ガーデニング倶楽部

展示室（アトリエ）・

石蔵ギャラリー展示替え
実施回数 4回

（レガスまつり「きねんかんまつり」）

資料５ 

クラブ 
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  参考資料 １ 

新宿歴史博物館等文化・歴史施設の指定管理者の管理業務に係る事業評価に関する要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、新宿歴史博物館等文化・歴史施設の指定管理者が実施した管理業務に係る事

業を評価するにあたり、必要な事項を定めることを目的とする。 

（事業評価委員会の設置） 

第２条 区長は、指定管理者が行う新宿歴史博物館等文化・歴史施設の管理業務に関する評価(以下

「評価」という。)を行なうため、新宿歴史博物館等文化・歴史施設指定管理者事業評価委員会（以

下「委員会」という。）を設置する。 

２ 委員会は次の施設の評価を行うものとする。 

（1） 新宿歴史博物館 

（2） 林芙美子記念館 

（3） 佐伯祐三アトリエ記念館 

（4） 中村彝アトリエ記念館 

（5） 漱石山房記念館 

３ 委員会は年度ごとに設置し、前項の評価の終了をもって廃止する。 

（組織） 

第３条 委員会は、次に掲げる職にある者につき、区長が委嘱し、又は任命する委員６名をもって

組織する。 

 (1) 外部有識者 ４名 

(2) 内部委員 ２名 

２ 委員会に委員長を置き、委員長は内部委員の中から任命する。 

３ 委員長は、委員会を代表し会務を総理する。 

４ 委員長に事故あるときは、委員のうちから委員長があらかじめ指名した者がその職務を代理す

る。 

（委員の任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱した日又は任命した日から所定の評価業務が終了した日までとする。 

（委員会の開催） 

第５条 委員会は、委員長が招集し、委員長がその議長となる。 

２ 委員長は、過半数以上の委員の出席がなければ、委員会を開くことができない。 

３ 委員長は、必要に応じ、委員以外の者を委員会に出席させることができる。 

（評価の基準） 

第６条 評価は、次に掲げる項目について、別に定める評価の基準により行なうものとする。 

(1) 施設の管理業務に関すること 

(2) 施設の運営方法に関すること 

(3) 管理経費の収支状況に関すること 

27



 

 

(4) その他委員会が必要と認める事項 

（評価方法） 

第７条 委員会は、前条の評価を次のとおり行う。 

(1) 指定管理者が提出した事業実施報告書による評価 

(2) 指定管理者に対するヒアリングによる評価 

（評価結果の決定） 

第８条 区長は、文化観光産業部文化観光課が取りまとめる委員会の評価を踏まえ、評価結果を決

定する。 

（評価対象） 

第９条 委員会が行う評価の対象は、当該年度の前年度に実施した管理業務とする。 

（委員会の庶務） 

第 10条 委員会の庶務は、文化観光産業部文化観光課が処理する。 

（補則） 

第 11条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に必要な事項は、別に定める。 

 

附 則 

この要綱は、平成２０年６月２６日から施行する。 

この要綱は、平成２３年６月３０日から施行する。 

この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。 

この要綱は、平成２６年４月１日から施行する。 

この要綱は、平成２８年４月 1日から施行する。 

この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

この要綱は、令和３年６月１日から施行する。 

この要綱は、令和４年６月１日から施行する。 
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参考資料 ２ 

新宿区立新宿歴史博物館等文化歴史施設の 

指定管理者の管理業務に係る事業評価委員会の開催実績 

 

１ 日 時 令和 7年 7月 30日(水) 午後 1時 30分から 5時まで 

２ 場 所 漱石山房記念館地下一階 講座室 

３ 出席者  

 (1) 評価委員  

宮瀧 交二 （大東文化大学文学部教授（博物館学）） 

   加藤 弘美 （税理士） 

   岩田 理加子（朗読の会「ふみのしおり」主宰） 

   夏山 勇  （榎町地区町会連合会早稲田町町会長） 

   内野 桂子 （区文化観光産業部産業振興課長） 

   徳永 創  （区教育委員会事務局教育調整課長） 

(2) 指定管理者 公益財団法人新宿未来創造財団 

  加賀美 秋彦 （事務局長） 

岡田 健一  （企画経営部長） 

  岡崎 保   （文化・芸術振興部長） 

  猿田 いづみ （地域歴史課長） 

守谷 賢一  （漱石山房記念館課長） 

  内藤 典子  （地域歴史課係長） 

  嘉山 澄   （漱石山房記念館課係長） 

  勝山 雄太  （スポーツ・マラソン部長）（区派遣） 

(3) 事務局 文化観光課 

  神崎 章   （文化観光課長） 

大塚 孝之  （文化資源係長） 

  山田 郁也  （文化資源係主任） 

  関口 アンナ （文化資源係主事） 

４ 会議内容 

(1) 開会あいさつ・委員紹介 

(2) 評価方法の説明 

(3) 新宿歴史博物館、林芙美子記念館、佐伯祐三アトリエ記念館、中村彝アトリエ記念館、漱石

山房記念館の指定管理者の評価について 

  ア 指定管理者事業説明 

  イ 事業説明に関する質疑応答 

  ウ 各委員による評価 

  エ 評価に基づく意見交換 
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